
10．

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
何
か
？

２
０
１
３
年
４
月
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
レ
ポ
ー
ト

に
基
づ
き
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
ま
と

め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
ド
イ
ツ
最
大

の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
会
社
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
ほ
か
、

シ
ー
メ
ン
ス
、
ボ
ッ
シ
ュ
、
Ｖ
Ｗ
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
、

ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
な
ど
の
主
要
企
業
の
ほ

か
、
中
小
企
業
も
多
数
参
加
し
、
合
計

60
社
に
達
し
た
よ
う
だ
。

事
務
局
は
参
加
者
が
広
範
囲
の
た
め
、

ド
イ
ツ
Ｉ
Ｔ
・
通
信
・
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
連
合
会
（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
）、
ド
イ
ツ

機
械
工
業
連
盟
（
Ｖ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）、
ド
イ
ツ

電
気
電
子
工
業
連
盟
（
Ｚ
Ｖ
Ｅ
Ｉ
）
の

３
か
所
に
置
か
れ
た
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
内
容
は
、
次
の

通
り
で
あ
っ
た
。

１．

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
標
準
化

と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ー
。
２．

複
雑
化
す
る
シ
ス
テ
ム
の
管

理
。
３．

産
業
向
け
総
合
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
確
立
。
４．

ユ

ー
ザ
ー
の
安
全
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
。

５．

企
業
組
織
と
就
労
モ
デ
ル
の
検
討
。

６．

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
継
続
的
な
能
力

開
発
。
７．

法
規
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
。
８．

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
。

ド
イ
ツ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０

の
、
主
導
的
な
標
語
は
、「
多
品
種
少
量

生
産
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
顧
客
の
要

求
、
嗜
好
に
あ
っ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

た
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

場
の
拡
大
を
狙
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
消
費
か
ら
素
材
ま
で
、
ネ

ッ
ト
で
繋
が
り
一
元
管
理
す
る
こ
と
で

可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
活
用
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ

は
、
Ｇ
Ｅ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
、
共
通
の
発
想
に
つ

な
が
る
も
の
だ
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
か
ら
は
、

ス
マ
ー
ト
工
場
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

の
規
格
の
標
準
化
に
よ
り
、
世
界
を
主

導
し
た
い
と
い
う
、
強
い
意
欲
が
く
み

取
れ
る
。

例
え
ば
、
シ
ー
メ
ン
ス
は
、
発
電
所

そ
の
も
の
の
統
合
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

て
い
る
が
、
こ
の
ソ
フ
ト
と
技
術
は
他

に
転
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ア
領

域
と
オ
ー
プ
ン
領
域
の
仕
分
け
に
よ
り
、

標
準
化
を
強
く
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。

11．

多
品
種
少
量
生
産
は
何
を
目
指

す
か
？

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
主
目
的
で
あ
る

「
多
品
種
少
量
生
産
」
は
、
消
費
者
の
需

要
に
感
応
し
、
消
費
者
の
具
体
的
注
文

に
対
応
し
て
多
品
種
少
量
生
産
を
実
現

す
る
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
が
、
中
核
と

な
る
。

そ
こ
で
は
、
ラ
イ
ン
に
送
ら
れ
て
く

る
も
の
は
、
前
後
で
違
っ
た
製
品
で
構

わ
な
い
。
そ
れ
を
、
ネ
ッ
ト
で
繋
が
り
、

人
工
知
能
で
管
理
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
や

工
作
機
械
な
ど
が
、
製
品
化
し
て
い
く
。

全
く
無
人
と
い
う
必
要
も
な
い
。
人

が
こ
な
し
た
方
が
良
い
部
分
は
、
人
が

配
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
行
動

特
性
も
管
理
の
対
象
と
な
る
。
た
と
え

ば
、
時
間
が
経
つ
と
作
業
効
率
が
下
が

る
タ
イ
プ
か
、
時
間
の
経
過
で
作
業
能

率
が
上
が
る
タ
イ
プ
か
な
ど
の
人
の
個

性
ま
で
も
組
み
込
ま
れ
て
、
最
適
な
運

用
が
求
め
ら
れ
る
。

「
多
品
種
少
量
生
産
」
と
は
、
顧
客

の
求
め
る
も
の
に
可
能
な
限
り
対
応
し
、

自
己
の
製
品
を
差
別
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
の
核
心

は
、
如
何
に
儲
け
る
か
を
目
指
す
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。
日
本
の
メ
ー
カ

ー
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
は
、

技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
決
め
込
み

や
す
い
が
、
そ
れ
で
は
、「
技
術
に
勝
っ

て
も
事
業
で
負
け
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

「
多
品
種
少
量
生
産
」
は
、
こ
の
よ

う
に
、
ス
マ
ー
ト
工
場
を
基
軸
に
顧
客

か
ら
素
材
ま
で
垂
直
統
合
し
、
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
一
元

管
理
を
し
て
、
顧
客
の
嗜
好
・
選
択
に

答
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
統
合
業
務
シ
ス
テ
ム
Ｅ
Ｒ

Ｐ
（E

n
terprise R

esou
rce P

lan
n
in

g

）

と
、
製
造
実
行
シ
ス
テ
ム
Ｍ
Ｅ
Ｓ

（M
an

u
factu

rin
g E

xecu
tion

 S
ystem

）

を
内
容
と
す
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｐ
は
、
企
業
全

体
を
経
営
資
源
の
有
効
活
用
の
観
点
か

ら
統
合
的
に
管
理
し
、
経
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
の
手
法
で
あ
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

は
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど
）

に
よ
る
一
元
管
理
統
括
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

そ
の
基
本
は
、
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ

カ
ル
・
シ
ス
テ
ム
Ｃ
Ｐ
Ｓ
（C

y
b
e
r

P
h
ysical S

ystem

）
で
あ
る
。
工
場
全

体
の
現
場
（P

h
ysical

）
の
情
報
を
、
セ

第75回　財政破綻は回避できるか？（その11）
第４次産業革命（インダストリー4.0）は、日本で成功するか？（その３：承前）

「「 甘甘 ええ 」」 がが 日日 本本 をを 滅滅 ぼぼ すす
どうすれば強い日本を作れるのか

弁護士　金子博人

The Lawyers April 2016 1

随想



2 The Lawyers April 2016

■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

ン
サ
ー
や
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（rad

io freq
u
en

-

cy id
en

tifier

）
を
活
用
し
て
、
シ
ス
テ

ム
（C

yber

）
上
に
取
り
込
み
、
こ
れ
を

人
工
知
能
Ａ
Ｉ
で
蓄
積
・
分
析
し
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
現
場
の
生
産
ラ

イ
ン
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一
見
、
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン
方
式
と

似
て
い
る
が
、
ト
ヨ
タ
方
式
は
、
少
品

種
の
大
量
生
産
で
あ
り
、
ま
た
、
自
分

の
内
輪
で
完
結
す
る
閉
鎖
的
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
と

い
っ
て
も
、
在
庫
リ
ス
ク
を
下
請
け
に

押
し
付
け
る
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４
・
０
で
は
、
素
材
か
ら
消
費

者
ま
で
ネ
ッ
ト
で
繋
が
る
、
外
に
開
い

た
全
体
の
最
適
管
理
を
目
指
す
も
の
で
、

下
請
け
の
在
庫
リ
ス
ク
も
最
小
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４
・
０
と
ト
ヨ
タ
方
式
と
は
似
て
非
な

る
も
の
で
あ
る
。

12．

ド
イ
ツ
企
業
は
な
ぜ
ま
と
ま
れ

る
の
か
？

ド
イ
ツ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０

で
羨
ま
し
い
の
は
、
競
合
企
業
、
異
業

種
企
業
が
、
ま
と
ま
り
あ
え
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
時
の
核
と
な
る
の
が
、
フ

ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
所
で
あ
る
。

同
研
究
所
は
欧
州
最
大
の
研
究
機
関

で
あ
り
、
国
内
に
66
の
研
究
所
、
２
万

２
０
０
０
人
の
従
業
員
を
擁
し
、
研
究

分
野
は
、
自
動
車
、
素
材
、
情
報
通
信
、

バ
イ
オ
、
化
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

年
間
研
究
予
算
は
、
約
３
０
０
０
億

円
（
日
本
の
政
府
系
研
究
機
関
の
合
計

の
４
倍
）
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
、
政
府

援
助
は
22
％
と
少
な
い
。
他
は
、
民
間

か
ら
の
研
究
委
託
な
ど
な
ど
、
民
間
か

ら
の
資
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
企
業

と
共
に
商
品
開
発
も
す
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
毎
年
、
研

究
者
の
８
％
を
企
業
に
転
出
さ
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
企

業
間
で
も
人
脈
の
繋
が
り
が
幅
広
く
行

き
渡
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
教
授
は
、

フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
所
の
よ
う

な
研
究
機
関
や
、
民
間
企
業
か
ら
転
出

し
た
者
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
人
的
な
交
流
が
官
民
学
の
結
び

つ
き
を
強
め
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

企
業
が
ま
と
ま
れ
る
秘
密
が
こ
こ
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
フ
ラ
ウ
ン

ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
所
は
、
ド
イ
ツ
の
企

業
群
を
ま
と
め
上
げ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
を
推
進
す
る
核
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

ア
ウ
デ
ィ
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ダ
イ
ム
ラ
ー

の
３
社
が
共
同
で
、
ノ
キ
ア
の
地
図
子

会
社
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
を
、
28
億
ユ
ー
ロ
で
共

同
買
収
し
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ
る
地
図

情
報
は
自
動
運
転
の
核
と
な
る
重
要
な

ツ
ー
ル
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
共
同

作
業
は
、
自
前
主
義
の
日
本
企
業
で
は

と
て
も
ま
ね
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

13．

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
が
自
動
運
転

の
覇
者
へ
！

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
で
、
そ
の

成
果
が
い
ま
目
に
見
え
る
も
の
は
、
自

動
運
転
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
実
は

日
本
人
が
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
、
勝

負
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

自
動
運
転
は
、
レ
ベ
ル
２
が
「
運
手

支
援
」、
レ
ベ
ル
３
が
「
緊
急
時
や
シ
ス

テ
ム
の
限
界
時
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

適
切
に
応
じ
る
必
要
が
あ
る
も
の
」、
レ

ベ
ル
４
は
、「
運
転
車
を
必
要
と
し
な
い

完
全
自
動
運
転
」
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ

カ
以
外
で
は
、
ド
イ
ツ
の
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
４
の
覇
者
と
し

て
、
勝
鬨
を
上
げ
る
寸
前
に
ま
で
到
達

し
て
い
る
。

自
動
車
の
セ
ン
サ
ー
だ
と
、
数
百
ｍ

先
の
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
。
レ
ベ
ル

４
の
自
動
運
転
を
実
現
す
る
に
は
、
角

を
ま
が
っ
た
み
え
な
い
先
の
情
報
も
必

要
で
あ
る
。
見
え
な
い
情
報
は
事
前
に

用
意
さ
れ
た
地
図
情
報
や
走
行
情
報
で

確
保
で
き
る
が
、
完
全
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
前
の
晩
の
工
事
で
、
車
線

が
消
え
て
い
る
と
、
的
確
に
対
応
で
き

な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。
レ
ベ
ル
４

で
は
、
ど
う
し
て
も
即
時
的
な
情
報
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め

に
は
、
先
行
す
る
他
の
車
か
ら
走
行
環

境
の
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
、
世
界
中
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
を
囲
い
込
む
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
自
動
運
転
の
標

準
を
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
標
準
作
り
に
王
手
を
か
け
て
い

る
の
が
ド
イ
ツ
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
で

あ
る
。
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
の
取

得
と
分
析
で
、
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
は
、
走
行
し
て
い
る

個
々
の
車
か
ら
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
、
い
ま
世
界
中
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
参
加
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
が
同

社
の
推
進
す
るeH

orizon

で
あ
り
、
日

本
企
業
を
含
め
、
か
な
り
の
参
加
者
が

出
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
の
歴
史
を
み
る
と
、

１
９
９
８
年
、
米
国
の
製
造
コ
ン
グ
ロ

マ
リ
ッ
ト
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
シ
ャ
シ
ー
部
門

（
電
子
制
御
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
）
を
19
億

３
０
０
０
万
ド
ル
で
買
収
し
た
の
が
始

ま
り
で
、
そ
の
後
、
独
シ
ー
メ
ン
ス
、

米
モ
ト
ロ
ー
ラ
を
含
め
、
15
年
間
で
１

０
０
社
を
買
収
し
た
。
そ
の
成
果
が
、

eH
orizon

で
あ
る
。

技
術
を
急
速
に
高
め
る
た
め
に
は
、

Ｍ
＆
Ａ
は
必
須
で
あ
る
が
、
自
前
主
義

の
日
本
企
業
は
、
と
て
も
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
の
ま
ね
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

自
動
運
転
で
は
、
日
本
企
業
は
も
は
や
、

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
の
傘
下
に
入
る
か
、

ア
メ
リ
カ
の
グ
ー
グ
ル
や
テ
ス
ラ
と
提

携
す
る
し
か
生
き
残
る
道
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

（
つ
づ
く
）

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学
院
、

日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視
委
員

会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ
イ
ム
リ

ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載内容の無断転載・転用を固く禁じます。 

 

金子博人法律事務所 

〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目10番4号 和孝銀座8丁目ビル7階 

http://www.kaneko-law-office.jp 
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